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科学的探求の論理に基づく公害学習の単元開発研究
─ 中学校社会科・公民科小単元「森永ヒ素ミルク中毒事件」の開発を通して ─
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・ 1955 年８月 20 日。
・ 「奇病」と書かれており，ヒ素ミルクが原因かどうか
明確ではない。



























































































































































○ この HP から読み取れることは何か。
○ 公害による被害をできるだけ防ぐには，どのよ
うな対応が求められるだろうか。これまで学習
したことをもとに，①科学者，②行政，③企業
の視点からまとめよう。
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Ｓ：答える
Ｔ：資料配布
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Ｓ：答える
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20
・ 西沢委員会が科学の厳密性を重視して患者の実態や声
を考慮できなかったため，被害者救済が十分にできな
かった。
・ 適正な補償措置を講ずるだけでなく，将来にわたって
健康と幸福な生活を保障する諸策と，それを実現する
態勢を確立すること。
・ 恒久対策案が空洞化しているということ。
（ ・公害よる被害をできるだけ防ぐには，①科学者は被
害者の実態から原因を明らかにすること，②行政は加
害企業側の見解に依存しないこと，③企業は被害者の
実態を聞き，最大限の補償をすることが求められる。）
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